
第１学年 算数科学習指導案 
                          １組 計24人（男子11人，女子13人） 

                          指導者 伊地知 弘吏 
１ 単 元 名  ひき算（２）（学校図書１年） 
２ 単元の目標 
○ （十何）－（１位数）で，繰り下がりのある減法の意味について理解し，減法が用いられる場面を図
や式に表したり，式を読み取ったりすることができる。また，繰り下がりのある減法の計算が確実にで
きる。    

○ 被減数と減数の関係に着目し，ブロック操作をしたり図にかいたりして繰り下がりのある減法の計算
の意味や仕方を考え，式と関連付けて考えることができる。  

○ 繰り下がりのある（十何）－（１位数）の計算の仕方を，被減数と減数の関係に着目して既得の「10
と幾つ」の考え方を基にして「10のまとまり」を作って計算するよさに気付き，繰り下がりのある減法
を日常生活に生かそうとすることができる。 

３ 単元で育成を目指す「未来の創り手に求められる資質・能力」 

創造力 
繰り上がりのない加法や繰り下がりのない減法，20までの数に関する既得の知識を相互に

関連付けながら，（十何）－（１位数）で繰り下がりのある減法の計算の意味や仕方を統合
的・発展的に考察し，「10のまとまり」を作って計算するという概念的な知識を創り出す力 

見通す力 
明確になった「自分の問い」の解決に向けて，「数量は，『全体と部分で考える』という基

盤となる見方・考え方」を働かせ，（十何）－（１位数）で繰り下がりのある減法の計算の
意味や仕方を探る力 

協働力 
友達や先生との「学び合い」を通して，数量の関係に着目して繰り下がりのある減法の計

算の意味や仕方を言葉やブロック操作，図，数，式で互いに伝え合いながら協力してよりよ
く問題を解決する力 

４ 単元について 

（1） 単元の位置とねらい 
これまでに子供たちは，具体物を操作して身の回りのものの個数を数えたり比べたりする数学的活動

を通して，20までの数の順序や大小などの学習をしてきている。また，数を合成したり分解したりする
活動を通して数の感覚を豊かにし，加法や減法の計算における繰り上がりや繰り下がりについての理解
の素地を養ってきている。さらに，加法や減法が用いられる場面や意味について理解し，それらを図や
式に表したり，式を読み取ったりすることができるようになってきている。 
そこで本単元では，「数量は，『全体と部分で考える』という基盤となる見方・考え方」を働かせなが

ら数量の関係に着目して，繰り下がりのある減法の計算の意味や仕方を理解し，確実に計算できるよう
にする。具体的には，まず，繰り下がりのある（十何）－（１位数）で，ある数量から，他の数量を取
り去ったり，ある数量が減少したりしたときの残りの数量の大きさを求める求残の場面では，「10と幾
つ」と捉えてきた数の見方に着目し，ブロック操作をしたり図を用いたりすることで，繰り下がりのあ
る減法の計算の意味や仕方が理解できるようにする。次に，被減数を「全体」として「部分」と「部分」
に分解する減加法と減数を「全体」として「部分」と「部分」に分解する減々法の計算の仕方を関連付
けることで，どちらも数を分解して 10 から引いていることに気付き，「10 のまとまり」のよさを実感
することができるようにする。そして，二つの数量の差を求める求差の場面では，求残の場面と比較す
ることで減法の理解を深めることができるようにする。さらに，問題づくりを通して，式を具体的な日
常場面に結び付けることができるようにする。 
この学習は，第１学年「20より大きな数」の繰り上がりのない簡単な加法や繰り下がりのない簡単な

減法の計算の仕方を考える学習につながっていく。 
（2） 本単元を構成する学習内容と「基盤となる見方・考え方」 

第１学年「いくつといくつ」             第１学年「ひきざん（１）」 

 

 

 

 

第１学年「ひきざん（２）」  

 

 

 

    第１学年「20より大きいかず」 

 

 

 （十何）－（１位数）で繰り下がりのある減法の計算の意味や仕方について理解し，減法が用いられてい
る場面を図や式に表したり，式を読み取ったりすることができる。また，繰り下がりのある減法の計算が確
実にできる。 

「数量は，『全体と部分』で考えるという基盤となる見方・考え方」 

数の合成や分解を通して，一つの数をほかの
数の和や差としてみることができる。 

数量の関係に着目して，減法の意味について理解し，
図や式に表したり，計算したりすることができる。 

（２，１位数）±（２，１位数）で，繰り上がりのない簡単な加法や繰り下がりのない簡単な減法の計算
の仕方を理解し，確実に計算できる。 

【学びに向かう力，人間性等】 

【知識及び技能】 

【思考力，判断力，表現力等】 



（3） 子供の実態（調査人数：24人 調査日：令和元年７月18日 調査１～調査５の数字は正答人数，調査６は解答人数 ） 

本単元の内容に関わる子供の実態については，以下の通りである。 

【調査１】□に当てはまる数を書きましょう。                              （数の合成・分解） 
① ６と☐で10。（21）    ② 10は３と□。（19） ③ 12は 10と□。（16）（未習） 
④ ０と４で☐。(14）(未習）⑤ 10と□で19。（15）（未習） 

【調査２】次の計算をしましょう。                           （10以下の数についての加法の計算） 
① ２＋１（24）  ② ５＋２（22） ③ ４＋５（22） ④ ２＋４（24） 
⑤ ２＋７（22）  ⑥ ８＋２（23） ⑦ ４＋０（24） ⑧ ０＋０（24） 

【調査３】次の計算をしましょう。                           （10以下の数についての減法の計算） 
① ４－２（24）  ② ７－４（22） ③ ９－２（21） ④ 10－７（22） 
⑤ 10－５（23）  ⑥ ７－７（23） ⑦ ３－３（23） ⑧ ７－０（22） 

【調査４】折り紙が９枚あります。５枚使いました。何枚残っているでしょうか。（求残の問題場面の理解） 
     立式（23）  答え（23） 
 
【調査５】りんごとみかんでは，どちらが多いでしょうか。                （求差の問題場面の理解） 
     立式（18）  答え（19） 
 
【調査６】饅頭が12個あります。３個食べました。あなたが食べる饅頭に色を塗りましょう。（未習） 

（繰り下がりのある減法の考え方）  
    ・ 「10のまとまり」から食べる   （14） 
    ・ ばらと「10のまとまり」から食べる（10） 

以上の実態から，本学級の子供は，繰り下がりのない（１位数）－（１位数）の計算の技能は身に付

けているといえる。しかし，数の合成・分解に関する基礎的・基本的な知識・技能や求差の問題場面の

理解に課題があると考えられる。そこで，本単元の指導に当たって，以下のような手立てを行うことと

する。 

５ 指導に当たって 

（1） 「自分の問い」をもたせる教師の手立て 

単元の導入にオリエンテーションを設定することで，本単元の問題解決に必要な数の合成・分解や10

以下の数の減法が用いられる求差の問題場面の理解について学び直し，既得の知識を明確にする。そし

て，本単元で学習していく繰り下がりのある減法の計算の意味や仕方を算数コーナーで振り返り，既得

の知識を活用して試行したことと問題場面を比較することで，既得の知識と学習課題とのずれに気付く

ようにする。そうすることで，各単位時間の「つかむ・見通す」過程で「『全体と部分』に分けて計算す

るのかな。」「『10のまとまり』を使って計算するのかな。」などの「自分の問い」をもつことができるよ

うにする。 

（2） 「学び合い」を活性化する教師の手立て 

各単位時間の「高める」過程の前半では，ペアによる「学び合い」を取り入れ，互いにブロック操作

をしたり図で考えたりすることで，繰り下がりのある減法の計算の意味や仕方の理解を確かなものにす

る。また，「高める」過程の後半では，問題解決を通して新たに学んだ知識を使って解決することができ

る新たな事象を提示したり，既得の知識と新たに学んだ知識を比較させたりすることで，「新たな問い」

を表出させ，グループでの「学び合い」を活性化させる。具体的には，被減数や減数の数値や問題場面

を変えた課題を提示したり，減加法と減々法との違いや共通点を考えたりする。その際，ホワイトボー

ドを活用することでグループの子供同士の考えの視覚化や共有化を図り，机間指導の際，教師はグルー

プ間の考えをつないだり広げたりする。 

（3） 学びを振り返り，学びを価値付ける教師の手立て 

単元の展開部分では，各単位時間の「まとめる」過程で「分かったことは何ですか。」「できるように

なったことは何ですか。」と問い掛けることで，繰り下がりのある減法の計算の意味や仕方を習得したこ

とを実感できるようにする。そして，「どのように考えたらできるようになったのか。」と問い掛けるこ

とで，働かせた「基盤となる見方・考え方」のよさに気付くことができるようにする。その際，「『全体

と部分』に注目して，『10のまとまり』とばらに分けて考えたら計算の仕方が分かったのですね。」と働

かせた「基盤となる見方・考え方」のよさに気付いたことを価値付ける。さらに，「たし算の学習と比べ

て，似ているところがあるのかな。」と問い掛け，既得の知識と繰り下がりのある減法で新たに学んだ知

識を関連付けることで，加法も減法も「10のまとまり」を作って計算したことに気付かせ，知識の理解

の質を高めることができるようにする。 



６ 指導・評価計画（全11時間） 

【本単元につながる既得の知識】 
Ａ ２から９までの数は，合成したり，分解したりすることができる。 
Ｂ 和が10以下の加法の意味や計算の仕方 
Ｃ 求残の問題場面の理解 
Ｄ 求差の問題場面の理解 
Ｅ （１位数）－（１位数）の意味や計算の仕方 
Ｆ （十何）の数の大小を比較するときは，一の位で比べる。 
Ｇ 20までの数は，「10と幾つ」に分解することができる。 
Ｈ 繰り上がりや繰り下がりのない（何十）±（１位数）の計算の仕方                 
過程 
（時） 

見方 
考え方 

主な学習活動 知識の理解の質の高まり 教師の指導 

つ 
か 
む 
・ 
見 
通 
す 
⑵ 

「
全
体
と
部
分
」
／
類
推
的 

１ オリエンテーションで
本単元につながる既得の
知識を学び直す。 

【Ａ～Ｈ】 

 ○ 算数コーナーやノート，デジタル
教科書でこれまでの学習を振り返
ることで，本単元につながる知識を
学び直しできるようにする。 

 
 

２ 12－9になる求残の問題
について，ブロック操作を
して答えの求め方を考え
る。 

【Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｅ・Ｆ・Ｇ・Ｈ・Ｉ】                   
 
  （「10のまとまり」から引く）                  
 
 （ばらと「10のまとまり」から引く） 

 

○ 12－９の答えの求め方について
ブロック操作をして考えた方法を
比較することで，減加法や減々法で
計算できることに気付くようにす
る。 

高 
め 
る 
⑸ 

「
全
体
と
部
分
」
／
演
繹
的 

３ 13－８の計算の仕方に
ついて，言葉やブロック操
作，図，式を用いて考える。
（減加法） 

【Ａ・Ｂ・Ｅ・Ｇ・Ｈ・Ｊ】
 

 ○ 13－８の計算についてブロック
操作や図で考えることで，13を10と
３に分けて考えればよいことに気
付くようにする。その後，ブロック
操作や図で表した考えを言葉や式
と関連付けることで,減加法につい
て理解できるようにする。 

４ 11－２の計算の仕方に
ついて，言葉やブロック操
作や図，式を用いて考え
る。（減々法） 【本時】 

【Ａ・Ｃ・Ｅ・Ｇ・Ｈ・Ｋ】
 

 ○ 減々法が適用されるような生活
場面を設定し，生活上の行動と関連
付けながらブロック操作をしたり
図で考えたりすることで，２を１と
１に分けてばらと「10のまとまり」
から引けばよいことに気付き，減々
法について理解できるようにする。

５ 14－６を言葉やブロッ
ク操作，図を用いて説明す
る。 

【Ａ・Ｂ・Ｅ・Ｇ・Ｈ・Ｊ・Ｌ】

 ○ 14－６の計算について，減加法と
減々法のブロック操作や計算の仕
方を比較することで，どちらも「10
のまとまり」を作って計算している
ことに気付くようにする。 

◆重点評価項目 子供の反応 

15－３は，ばらの５から
から３を引けばよいね。 

12 の「10 のまとまり」
から９を引いたり，ばらの
２から引いた後に「10のま
とまり」から引いたりする
方法があるね。 

◆ 一つの数を他の数の和や差とし
てみる見方を用いて，繰り下がり
のある減法の計算の仕方を考えて
いる。 

【思考・判断・表現：発言，ブロック操作，ノート】

前分けをして計算して
も，後ろ分けをして計算し
ても，どちらも「10のまと
まり」から引いて計算して
いるところが同じだね。 

13－８の計算は，13 を
「全体」として，「10のま
とまり」とばらの３に分け
て計算する方法があるね
（前分け）。前分けは，「10
のまとまり」から８を引い
た答えの２とばらの３を
足して計算するんだね。引
き算なのに引いてから足
すんだね。 

11－２の計算は，２を
「全体」として，１と１に
分けて計算する方法があ
るね（後ろ分け）。後ろ分
けは，11 から１を引いて
「10のまとまり」にして，
その後に１を引くんだね。
２回引いて計算するんだ
ね。 

◆ 言葉やブロック操作，図，式を
関連付けて，減加法の計算の仕方
を考えている。 

【思考・判断・表現：発言，ブロック操作，ノート
】 

◆ 言葉やブロック操作，図，式を関
連付けて，減々法の計算の仕方を
考えている。 

【思考・判断・表現：発言，ブロック操作，ノート】 
 

◆ 既得の知識を使って15－３の計
算をしようとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度：発言，ノート】

／ 



前
項
の
続
き
（
高
め
る
⑸
） 

「
全
体
と
部
分
」
／
類
推
的 

６ 違いを求める減法の場
面について，式に表し，答
えを求める。 

【Ａ・Ｂ・Ｄ・Ｅ・Ｇ・Ｊ・Ｋ】 

 ○ 求差の問題場面において，二つの
数量の関係をブロック操作や図を
用いて１対１に対応させることで，
違いを明確にし，求差の問題も減法
が適用できることに気付くように
する。 

７ 12－５の式になる問題
を作る。【Ｃ・Ⅾ・Ｉ】 

 
 

 ○ みんなが考えた12－５になる問
題を比較することで，同じ12－５で
も求残や求差の問題があることに
気付き，減法の理解を深めるように
する。 

 

ま
と
め
る
⑷ 

「
全
体
と
部
分
」
／
類
推
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８ 引き算カードを使って，
カード取りゲームやカー
ド合わせゲームをする。
【Ｊ・Ｋ】 

 
 
 

 ○ カード取りゲームやカード合わ
せゲームを行うことで，楽しく遊び
ながら繰り下がりのある減法の習
熟を図るようにする。 
 

「
そ
ろ
え
る
」
／
帰
納
的 

９ 答えが同じになるカー
ドを並べて，きまりを見付
ける。【Ｊ・Ｋ・Ｌ】 

 

 ○ 答えが同じになるカードを並べ，
被減数や減数に着目して考えるこ
とで，減数が１増えると差が１減る
ことや被減数と減数が同じ数減っ
ても答えは変わらないなどのきま
りを見付けることができるように
する。 

「
全
体
と
部
分
」
／
類
推
的 

10 12－６になる文章問題
を選ぶ。（チャレンジ問題）

【Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｇ・Ｉ・Ｊ・Ｋ】

 ○ 問題に出てくる二つの数量の関
係に着目し,ブロック操作をしたり
図で考えたりすることで，加法の問
題か減法の問題かを根拠を明らか
にして説明できるようにする。 

「
全
体
と
部
分
」
／
類
推
的 

11 これまでの学習を振り
返り，様々な問題を解き，
繰り下がりの活用場面を
考える。 

【Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ・Ｇ・Ｉ・Ｊ・Ｋ・Ｌ】

 ○ これまでの学習を振り返り，オリ
エンテーションで学び直しをした
本単元につながる既得の知識と本
単元で習得した新たに学んだ知識
が関連していることに気付かせ，価
値付けることで，知識の理解の質が
高まったことを自覚できるように
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本単元で習得が期待される知識】 

Ｉ 繰り下がりのある減法の意味の理解 

Ｊ 繰り下がりのある減法において，減加法による計算の仕方 

Ｋ 繰り下がりのある減法において，減々法による計算の仕方 

Ｌ 被減数と減数や差との関係の理解 

第１学年「20より大きいかず」の学習や買い物などの日常生活へ 

 「10のまとまり」を作っ
て計算すると，引き算がす
らすら解けるようになっ
たよ。 

 引く数が１増えると答
えは１減るなど，いろいろ
なきまりがあるんだね。 

 問題文に「多い」という
言葉があっても引き算に
なることがあるんだね。ブ
ロックや図で考えると，分
かりやすいね。 

 ばらから引けない引き
算の計算の仕方がよく分
かったよ。足し算と同じ
ように前分けや後ろ分け
をして計算したね。また，
「10のまとまり」を作る
ところも同じだね。買い
物やゲームなど，生活で
も繰り下がりのある引き
算が使えるね。 

 違いを求める計算も引
き算になるね。多い数の
「全体」から同じになる数
の「部分」を引けば，違い
の「部分」を求めることが
できるね。 

 残りを求める問題や違
いを求める問題など，いろ
いろな引き算の問題を作
ることができるね。生活の
場面でも引き算を使って
いるんだね。 

◆ 減法には，求残や求補，求差の問
題があることを理解している。
【知識・技能：発言，ブロック操作，ノート】 

◆ 減加法や減々法を活用して，
様々な問題を解こうとしている。 

【主体的に学習に取り組む態度：発言，ノート】 

◆ 繰り下がりのある減法の計算が
確実にできる。 
【知識・技能：発言，ブロック操作，ノート】



７ 本 時 
（1） 目 標（４／11） 
   言葉やブロック操作，図，式を関連付けて，減々法の計算の仕方を考えることができる。 

（2） 展 開    教師の言葉掛け    子供の反応  ◆ 重点評価項目  
過程(分) 主な学習活動と予想される子供の反応 教師の指導 
 １ 本時の学習課題を知る。 

 
  
２ 試行をすることで，「自分の問い」をもつ。 
 
 
 
 
 
            
３ 学習問題を確認する。 
       
４ 問題解決の見通しをもつ。 
 
 
 
         
５ 問題解決に取り組む。 
 【ブロック】     【図】     【計算】 
 
 
 
 
 
 
６ 全体での「学び合い」を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
                  
７ 新たな事象について「学び合い」を行う。 
      
 
 
 
                           
８ 本時の学習について振り返り，まとめをする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○ 日常の生活場面とつながりがあり，
減々法の計算の仕方を考えたりそのよさ
を味わったりするのに適した学習課題を
設定することで，主体的に学習に取り組
むことができるようにする。  

○ 減加法を用いて，ブロック操作や計算
で試行した後に，日常生活ではどのよう
に卵を使っているのかを考えたり，算数
コーナーで繰り上がりのある加法の学習
を想起したりすることで，「前分け（減加
法）以外の引き算もあるのかな。」「足し
算の時と同じように後ろ分けがあるのか
な。」という「自分の問い」をもつことが
できるようにする。    

○ 減加法の学習のときに働かせた「数量
は，『全体と部分で考える』という基盤と
なる見方・考え方」を振り返ることで，減
数を「全体」として考えればよさそうだ
という見通しをもつことができるように
する。 

 
 
    
 
○ 全体での「学び合い」では，発表された
ブロック操作や図による考えの解釈をペ
アで話し合うことで，減々法の計算の仕
方を理解できるようにする。その後，ブ
ロック操作や図と式を関連付けること
で，減々法の理解を深めることができる
ようにする。 

○ 発表の際,書画カメラでブロック操作
を提示することで，減数を分けて被減数
のばらと「10のまとまり」から２回引い
て計算していることを，視覚を通して理
解することができるようにする。  

○ 12－５になる問題場面を提示し，「12－
5は，５を１と４に分けて計算すればよい
ね。」と問い掛けることで，「５は，幾つと
幾つに分ければよいのかな。」という「新
たな問い」が表出されるようにする。 

○ 図にかいたりブロック操作をしたりし
て減数の分け方を考えることで，減数を
被減数の一の位の数と残りの数に分けれ
ばよいことを理解できるようにする。        

○ 減数を分けても計算できることを振り
返っている子供の記述や発言を称賛し，
「後ろ分けでも，計算できるんですね。」
と全体で共有する。その後，「どうして分
かったのか。」を問い掛けることで，被減
数の一の位の数に着目して減数を「全体」
として分けて考えたり，被減数を「10の
まとまり」にしたりするよさに気付いた
ことを価値付ける。さらに，加法や減加
法の知識と本時の学習を関連付けること
で，加法も減法も「10のまとまり」を作っ
て計算していることに気付かせ，知識の
理解の質が高まったことを自覚すること
ができるようにする。 

卵が，11個あります。料理をするために，卵を２個使
いました。残りの卵は，何個でしょうか。 

・ まず，ばらのブロックを一つ取ったよ。次に，「10
のまとまり」からあと一つブロックを取ったよ。 

・ 図で考えても，ばらから一つと「10のまとまり」か
ら一つとれば計算できたよ。 

・ 式でも足し算と同じように後ろを分けて，ばらから
引いた後に，「10のまとまり」からも引けば答えを求
めることができたよ。11－１－１をしているね。 

・ どの方法でも，２回引いているね。 

 どうすれば，求めることができるかな。 

 ばらからとると，どのように計算するのかな。 

 どのように考えたら求められましたか。 

・ 12の２から１引いたら１残るし，２から４は引けな
いから，５は１と４に分けるんじゃないよ。 

・ 12のばらは２だから，５を２と３に分けるんだよ。
・ そうだね。ばらの数を使って分けないと「10のまと
まり」から引けないんだね。 

12－５は，さっきの計算と同じように５を１と４に分
けて計算すればよいね。 

◆ 被減数の一の位の数に着目して，減数
を分けて減々法の計算の仕方を考えてい
るか。 

【思考・判断・表現：発言，ブロック操作，ノート】

「10のまとまり」ができるように後ろ分けして，ばら
から引いた後に，「10のまとまり」から引けばよいね。 

・ ２を「全体」として分ければよさそうだよ。 
・ どのように２を引くのか，ブロックや図で考えれば
よさそうだよ。 

・ 11を「10のまとまり」と１に分けて計算する前分
けではなく，別の計算の仕方があるのかな。 

・ ２を「全体」として，分ければよいのかな。 
・ 足し算も，前分けと後ろ分けがあったけれど，引き
算も後ろ分けをすれば計算できるのかな。 
 

 どのように考えたら分かりましたか。 

 今日の学習で分かったことは何ですか。 

 ブロックを動かしてみて，どんな問いをもったかな。
つ 
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む 
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見 
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す 

（10） 
 

調 
べ 
る 

（８） 
 

高 
め 
る 

（20） 
 

ま 
と 
め 
る

（７） 
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 これまで習ったことと似ていることがありますか。 

・ 引き算も足し算と同じように前分けと後ろ分けをし
て計算できるところが同じだね。 

・ 「10のまとまり」があるのも同じだね。 

 後ろ分けでも，引き算ができることが分かったよ。 



 


